
杉岡歯科だより    ２０２１年９月 

 

ひとりごと”  今月は 歯科衛生士 大槻  です 

 



オリンピック選手と矯正治療 

 

東京オリンピック盛り上がりましたね 

 

開催に関しては賛否両論ありますが、このために頑張ってきた選手たち、準備にかか

わってきた人々のことを考えると、個人的には開催してよかったと思います。 

 

今回の大会で目立ったのは、日本人で矯正治療をしている選手が多かったこと 

 

水泳で金メダルを取った大橋選手ワイヤー矯正の装置をつけています 

 

 



体操で銅メダルを取った村上選手わかりにくいですが、透明のマウスピース矯正の装

置をつけています。目を凝らしてみると右側の奥歯のほうに、顎を引っ張るゴムが見

えます。 

 

 

以前、あるマラソン選手が、トレーニングのためアメリカに行ったとき、コーチから 

「まず歯並びを治してから来なさい」と言われたそうです。 

 

それほど海外のスポーツ選手は、パフォーマンスを上げるために、歯並び・かみ合わ

せを治すのは常識だったのですが、、日本も意識が上がってきたと嬉しく思います。 

かみ合わせが少しずれただけで、バランスが狂い、スポーツをする上でのパフォーマ

ンスが落ちると言われています。 

スポーツ選手も歯は命！ですね 

 



ガチ討論会！ ～床矯正研究会指導医でセミナーを行いました～  

8/25（水）日本床矯正研究会の指導医６人で、オンラインセミナーを行いました！ 

タイトルは「床矯正治療法ガチ討論会」 

私も指導医の一人として参加させていただきました。 

 

「ガチ討論」とまではいきませんでしたが、同じ症例でも指導医によってアプローチの

仕方が違い、パネリストとしてではなく、一聴講者として勉強になりました。 

 

最後に指導医６人で記念撮影。平日の夜でしたが、楽しい時間を過ごせました。 

 



患者様の疑問に答えて 

Q: 乳歯の虫歯は、生え変わるまでそのままにしておいてはだめですか？ 

A: 乳歯の虫歯がひどくなると、歯の根の先に膿がたまり、

永久歯に影響することがあります。又しっかりかめない

ためにあごの発育に影響することがあります。早めに処

置しましょう。 

 

 

 

初診時  


